
１月の行事予定  （特）は特別時程です。 

 

※ １２日の情報モラル講習会は２校時が５年生向け、３校時が保護者向けの内容です。 

※ 連合図工展 → ２１日（月）は美術館が休館ですので、ご注意ください。 

 

※ ３学期の身体測定は９日～１７日です。詳しくは、保健だよりをご覧ください。 

 

大六小だより 
 

平成３１年 １月 ８日 

練馬区立大泉第六小学校 

校長 西 野  國 子 

１ 月 号 

教育目標  すすんで学ぶ子  思いやりのある子  たくましい子 

亥 
校長 西野 國子 

 

あけましておめでとうございます。皆さんはどのような年末年始を迎えられました

でしょうか。毎年元旦の朝、外に出るとなぜかいつもと空気が違うことを感じるので

す。それは、元旦と知っているからかもしれませんが、何とも言えない静かで厳かな

空気です。 

今年の十二支の「亥」とは、いのししを表し、「無病息災」の意味もあります。も

ともと干支に使われている漢字は季節によって移り変わっていく植物の様子を表し

ていて、「亥年」は「草木の生命力が種の中に閉じ込められた状態」「次の始まりに向

けてエネルギーを蓄えて準備をする」という意味の年。新しい始まりに向けて、しっ

かり力を蓄えることが大切な一年になりそうです。 

終業式に「一年の計は元旦にあり」の話を子供たちにしました。自分で立てた目標

に向かって、計画的に、じっくり力を蓄え、そして叶えてほしいです。 

 

 

 

 

  

 

月 火 水 木 金 土 

７ ８ ９ １０（特） １１ １２ 

冬季休業日終 始業式 
４時間授業 

登校指導（～１１日） 

４時間授業（１～４
年） 

委員会活動（５校時） 

安全指導 ペースランニング月間（始） 
ペースランニング集会 

土曜授業公開日 
情報モラル講習会 
校内書き初め展（始） 

１４ １５ １６ １７（特） １８ １９ 

成人の日 避難訓練   児童集会 
社会科見学（４年） 
校内書き初め展（終） 

連合図工展 
（区立美術館～2４日） 

２１ ２２ ２３ ２４（特） ２５ ２６ 

全校朝会 
クラブ活動 

 大六あいさつ運動

（～２５日） 

４時間授業 
（３－２は研究授業
のため５時間授業） 

 食育集会 連合書き初め展 
（区立美術館～2７日） 

２８ ２９ ３０ ３１（特） ２／１ ２ 

全校朝会 
クラブ見学 

  ペースランニング月間（終） 読書旬間（始） 
ふれあい月間（始） 

新入学児保護者会 

 

 

※校内書き初め展は、１２日（土）～１８日（金）です。（各教室廊下） 

公開時間は１５時４５分～１６時３０分。１２日は土曜授業のため、８時４０分～   

１０時２０分です。是非、ご鑑賞下さい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

給食室より 

栄養士 石井 明美 

 子ども達が毎日食べる給食。お家に帰ってから

話題にでるでしょうか？今日はおいしかった！今

日の給食はちょっと・・・いろいろ聞いてみてくだ

さい。普段、お家では食べられないものが給食では

食べられた！というのは、よくあることです。お友

達がおいしそうに食べている姿は食わず嫌いを克

服するきっかけになります。苦手な物が食べられ

た！と言って帰ってきたときは、たくさん褒めてあ

げてください。きっと「次」につながり、食材の幅

も少しずつ広がっていくと思います。 

 給食室では、大六小の食育の要として、今後も安

全でおいしい給食作りに努めていきます。 

日々の給食や本校での食育の様子、給食室前の飾

りなどは、ホームページに掲載されていますので、

ぜひご覧ください。給食が、ご家庭の食卓のヒント

になるとうれしいです。 

 

 

 

縄跳び旬間 

体育部 鈴木 啓章 

 １２月３日（月）から１４日（金）まで、縄跳び旬間でした。学校全体での主な取り組みは、縄跳びカ

ードを使って体育の時間や休み時間に技の練習をすることと、中休みのリズムなわとびです。寒さが増し、

室内で過ごしたくなる時期ですが、子供たちは冷たい風にも負けず、元気になわとびをしていました。 

旬間は終わりましたが、これからも体力づくりや外遊びを続けてほしいと思います。 

 

算数少人数より 

算数少人数担当 船木 克彦 

算数の授業では、１年生は教員の数を二人体制にして子供たち一人一人にあった個別指導ができるよう

にしています。また２年生から６年生は、単元ごとに習熟度別コースにして、自分にあったコースで学習

できるようにするとともに、少人数にすることで一人一人の考え方をよく見取れるようにしています。 

授業の中で、子供たちはよく「そんなの簡単だよ。」などと言って、すぐに答えを出します。経験的に

答えの求め方が分かることが多いからです。この経験こそが既習事項、つまり今まで積み重ねてきた学習

の成果なのです。そこで「どうしてその答えになるのか、自分の考えとして説明できますか。」と問うと、

子供たちは一斉にノートに自分の考えを書き始めます。この「自分の考え」は算数の授業の中で大切なこ

との一つです。なぜなら漠然とした答えの求め方を、既習事項を整理し順序立てて説明することで「～だ

から～になる」というような論理的な考え方を培うことができるからです。自分で説明できたことはしっ

かりと定着し、既習事項として次の学習の手がかりとして生かすことができるようになります。また、自

分の考えの幅を広げるためにも、友達の考えを聞くことも大切なことです。 

＜お願い＞ 

 算数ルームでは文房具の忘れ物が毎日あります。名前が書いてあれば返せます。お手数ですが、鉛筆、

消しゴム、キャップなど、小さいものにも記名のご協力をお願いします。 

クラブ活動 

特別活動部 岩屋 三恵 

 児童がとても楽しみにしている活動の中にクラ

ブ活動があります。理由の一つに、自分が興味や

関心をもっている活動ができることが挙げられま

す。今年度も１０のクラブがあり、運動系では、

ボールスポーツ、バドミントン、ダンス、卓球ク

ラブがあります。文化・音楽系では、イラスト、

料理、科学、室内ゲーム、和太鼓、パソコンクラ

ブがあり、作品づくりや実験、演奏や料理を楽し

んでいます。活動は１回６０分間で年間１４回あ

り、４年生から６年生の児童が異学年同士交流し

ながら、協力して活動しています。６年生は毎回

の活動や１年間の活動計画の話し合いをリードし

ています。４年生はそんなしっかりした姿を見て、

クラブでの活動の仕方を覚えていきます。３年生

は３学期にクラブ見学を行い、次年度どのクラブ

に入るか考えます。 

 

 


